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特
集
：
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
た
沿
線
・
地
域
の
活
性
化

　
　
　
　
　
［
生
活
と
観
光
の
両
面
か
ら
展
開
す
る
名
古
屋
鉄
道
の
取
り
組
み
］
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・
文
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木
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／
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セ
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ス
ト
）
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作
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／
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
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撮
影
◉
吉
本

撮
影
◉
吉
本  

旭旭

エ
リ
ア
版
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ「
Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
Ｘ
」で

地
域
と
未
来
を

切
り
開
く

広
域
な
エ
リ
ア
に
多
様
な
交
通
モ
ー
ド
を
展
開
す
る
名
鉄
グ
ル
ー
プ
は
、

広
域
な
エ
リ
ア
に
多
様
な
交
通
モ
ー
ド
を
展
開
す
る
名
鉄
グ
ル
ー
プ
は
、

そ
の
強
み
を
生
か
し
て
さ
ま
ざ
ま
交
通
施
策
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
強
み
を
生
か
し
て
さ
ま
ざ
ま
交
通
施
策
を
行
っ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
背
景
に

デ
ジ
タ
ル
社
会
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
背
景
に

公
共
交
通
の
利
用
促
進
と
地
域
連
携
を
図
る

公
共
交
通
の
利
用
促
進
と
地
域
連
携
を
図
る

エ
リ
ア
版

エ
リ
ア
版M

aaS
M
aaS

「「CC

セ
ン
ト
エ
ッ
ク
ス

セ
ン
ト
エ
ッ
ク
ス

entX
entX

」
の
取
り
組
み
は
、

」
の
取
り
組
み
は
、

「
地
域
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

「
地
域
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
開
発
や
地
域
と
の
共
創
に
つ
い
て
伺
う
。

そ
の
開
発
や
地
域
と
の
共
創
に
つ
い
て
伺
う
。
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［生活と観光の両面から展開する名古屋鉄道の取り組み］

■
名
鉄
エ
リ
ア
パ
ッ
ケ
ー
ジ

中
京
都
市
圏
は
自
動
車
産
業
の
中
心
地
を

抱
え
て
い
る
背
景
も
あ
っ
て
ク
ル
マ
社
会
が

浸
透
し
、
移
動
に
お
け
る
公
共
交
通
の
分
担

率
は
12
％
と
、
東
京
都
市
圏
（
36
％
）
や
京

阪
神
都
市
圏
（
24
％
）
と
比
較
す
る
と
そ
の

数
値
は
低
い
。

そ
の
一
方
で
、
人
口
１
０
０
万
人
あ
た
り

の
鉄
軌
道
営
業
キ
ロ
と
バ
ス
路
線
の
営
業
キ

ロ
を
み
る
と
、
中
京
都
市
圏
は
鉄
道
１
１

５
・
８
㎞
、
バ
ス
５
７
５
・
８
㎞
で
、
東
京

都
市
圏
（
鉄
道
74
・
１
㎞
、
バ
ス
６
１
２
・

７
㎞
）
や
京
阪
神
都
市
圏
（
鉄
道
96
・
５

㎞
、
５
６
９
・
３
㎞
）
で
、
人
口
当
た
り
の

公
共
交
通
網
は
広
く
整
備
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
を
活
用
し
て
移
動
機
会
を
創
出
す
る
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ⅰ
で
は
、
交
通
・
観
光
・

開
発
が
一
体
化
し
た
地
域
部
に
お
け
る
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
地
域
活
性
化
推
進
本
部
が
手

掛
け
る
事
業
に
つ
い
て
伝
え
た
が
、
こ
の
部

署
内
の
地
域
連
携
部
の
中
に
は
新
た
に
交
通

サ
ー
ビ
ス
担
当
が
設
置
さ
れ
、
地
域
と
連
携

し
て
公
共
交
通
利
用
促
進
を
図
る
交
通
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

交
通
サ
ー
ビ
ス
担
当
が
手
掛
け
る
主
な
事

業
に
は
、
愛
知
県
・
岐
阜
県
・
三
重
県
な
ど

名
鉄
グ
ル
ー
プ
が
カ
バ
ー
す
る
地
域
で
公
共

交
通
の
利
用
促
進
が
あ
る
。
ま
た
、
地
域
ご

と
の
公
共
交
通
に
関
す
る
課
題
に
即
し
た

公
共
交
通
の
あ
り
方
を
名
鉄
グ
ル
ー
プ
一

体
と
な
っ
て
提
案
す
る
「
名
鉄
エ
リ
ア

パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
Ｍ
Ａ
Ｐ
）」
が
あ
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
伴
う
移
動
需
要

の
変
化
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
運
転
免

許
返
納
等
に
対
す
る
地
域
内
移
動
の
重
要

性
の
増
加
な
ど
、
公
共
交
通
は
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
お
り
、
一
つ
の
交
通
モ
ー
ド

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ

う
し
た
場
合
に
、
多
様
な
交
通
モ
ー
ド
を
運

営
し
て
い
る
名
鉄
グ
ル
ー
プ
は
地
域
の
現
状

に
即
し
た
柔
軟
な
対
応
が
可
能
で
あ
り
、
交

通
サ
ー
ビ
ス
担
当
で
は
、
地
域
と
対
話
し
、

地
域
の
事
情
や
要
望
を
深
く
理
解
し
た
上

で
、
各
地
域
の
交
通
モ
ー
ド
の
最
適
を
提
案

し
て
い
る
。

■
エ
リ
ア
版M

aaS

ア
プ
リ
「C

entX

」

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
複
数
の
公
共

交
通
や
そ
れ
以
外
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
最

適
に
組
み
合
わ
せ
て
検
索
・
予
約
・
決
済

等
を
一
括
で
行
うM

aaS

（M
obility as a 

Service

）
が
日
本
各
地
で
様
々
な
か
た
ち

で
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
名
鉄
で
は
経
営
戦

略
部
が
中
心
と
な
り
、
従
来
の
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
の
拡
張
と
地
域
活
性
化
を
基
軸
に
し
た

エ
リ
ア
版M

aaS

ア
プ
リ
「C

セ
ン
ト
エ
ッ
ク
ス

entX

」
の
開

発
を
行
い
、
２
０
２
２
年
３
月
26
日
に
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
た
。

CentX

は
愛
知
県
・
岐
阜
県
・
三
重
県

を
中
心
と
し
た
地
域
で
、
沿
線
・
地
域
の
交

通
・
生
活
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
シ
ー
ム
レ
ス

で
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
に
つ
な
い
で
い
く
も
の

で
あ
る
。
従
来
使
わ
れ
て
い
た
名
鉄
グ
ル
ー

プ
の
ハ
ウ
ス
ア
プ
リ
「
名
鉄T

ouch

」
を

大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
機
能
拡
張
し
た

も
の
で
あ
り
、
最
適
な
移
動
手
段
を
案
内
す

る
「
地
点
検
索
・
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
ル
ー
ト

検
索
」
や
各
種
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
・
決
済

が
可
能
と
な
る
「CentX

 w
eb

チ
ケ
ッ
ト
」

な
ど
の
機
能
を
提
供
す
る
。

経
営
戦
略
部
の
山
口
啓
輔
課
長
（
総
合
企

画
担
当
）
は
、「
名
鉄
グ
ル
ー
プ
は
地
域
価

値
の
向
上
に
努
め
、
永
く
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
を
『
使
命
』
と
し
て
お
り
、
地
域
に
特

化
し
た
形
で
何
か
を
や
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
全
国
網
羅
的
な

サ
ー
ビ
ス
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
中
部
エ
リ
ア
内

で
あ
る
程
度
広
域
を
対
象
と
し
た
エ
リ
ア

版M
aaS

と
し
た
。
ま
た
、M

aaS

は
他
の

鉄
道
事
業
者
も
沿
線
地
域
で
展
開
し
て
い
る

が
、
中
部
エ
リ
ア
が
ク
ル
マ
社
会
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
名
鉄
グ
ル
ー
プ
は
電
車
・
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
の
ほ
か
、
カ
ー
シ
ェ
ア
、
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
、
駐
車
場
な
どM

aaS

の
パ
ー
ツ

と
な
る
事
業
を
多
く
手
掛
け
て
い
た
こ
と
も

移
行
し
や
す
い
条
件
と
な
っ
た
。
交
通
を
線

で
は
な
く
面
で
と
ら
え
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、

経営戦略部 課長

山口啓輔
Keisuke YAMAGUCHI

■3大都市圏における公共交通分担率

東京都市圏
36％

※2018年調査結果

名鉄事業エリアは公共交通の分担率が低い

中京都市圏
12％

※2011年調査結果

京阪神都市圏
24％

※2010年調査結果

出典：各都市圏で公表されている直近のパーソントリップ調査結果をもとに作成

■エリア版MaaS構想とは？
全国版MaaS

エリア版MaaS

マイクロ版MaaS

沿線都市・観光地と連携沿線都市・観光地と連携

中部圏

岐阜

愛知

三
重
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地
域
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
語
る
。

デ
ジ
タ
ル
の
力
で
、
地
方
の
個
性
を
活
か

し
な
が
ら
社
会
課
題
の
解
決
と
魅
力
の
向
上

を
図
り
、
全
国
ど
こ
で
も
誰
も
が
便
利
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
す
国
の
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の
中
で
、
エ
リ
ア
や

事
業
を
超
え
た
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動
を
実
現

す
るM

aaS

な
ど
に
よ
る
地
方
交
通
を
再
構

築
し
、
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
が
方
針
と
し

て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。CentX

は
中
部

エ
リ
ア
に
お
い
て
ま
さ
に
こ
れ
を
具
現
化
し

た
も
の
と
な
る
。

CentX

は
地
域
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動

を
考
慮
し
、
名
鉄
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
は
な

く
、
愛
知
県
・
岐
阜
県
・
三
重
県
内
の
定
時

定
路
線
の
交
通
機
関
は
す
べ
て
乗
り
換
え
や

ル
ー
ト
が
検
索
で
き
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
、

最
適
な
移
動
手
段
が
案
内
さ
れ
る
。「CentX

と
い
う
名
称
も
、
名
鉄
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中

部
エ
リ
ア
の
皆
様
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

な
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い

る
」（
山
口
課
長
）
と
い
う
。
ま
た
、
地
図

か
ら
目
的
地
を
検
索
す
る
こ
と
も
可
能
で
、

利
用
者
の
「
お
出
か
け
」
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。さ

ら
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

ウ
ェ
ブ
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し
、
個
人
の
移
動

機
会
を
創
出
し
て
い
る
。
２
０
２
２
年
12
月

か
ら
は
全
日
本
空
輸
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
が
提
供
す

る
経
路
検
索
サ
ー
ビ
ス
「
空
港
ア
ク
セ
ス
ナ

ビ
」
と
連
携
し
て
、
航
空
券
を
購
入
す
る
人

が
ス
ム
ー
ズ
に
中
部
国
際
空
港
～
名
鉄
名
古

屋
駅
間
の
乗
車
券
や
空
港
特
急
「
ミ
ュ
ー
ス

カ
イ
」
の
特
別
車
両
券
を
購
入
で
き
る
よ
う

に
し
た
り
、
ト
ヨ
タ
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
す
る
「m

y route

」
と

の
連
携
で
愛
知
高
速
交
通
（
リ
ニ
モ
）
の
チ

ケ
ッ
ト
や
愛
知
環
状
鉄
道
の
チ
ケ
ッ
ト
を
相

互
販
売
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

「
Ａ
Ｎ
Ａ
の
空
港
ア
ク
セ
ス
ナ
ビ
は
国
内

線
の
予
約
者
の
み
に
限
定
公
開
さ
れ
て
い
る

サ
イ
ト
だ
が
、
こ
こ
で
の
中
部
国
際
空
港
～

か
ら
名
古
屋
駅
間
の
乗
車
券
が
想
像
以
上
に

売
れ
行
き
が
よ
く
、
手
応
え
を
感
じ
て
い

る
。
こ
う
し
た
全
国
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス

と
も
今
後
、
積
極
的
に
連
携
し
て
い
く
予

定
」
と
山
口
課
長
は
今
後
の
展
開
を
語
る
。

な
お
、
２
０
２
３
年
１
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
が
展
開
す
る
全
国
版
・
統
合
型M

aaS

「W
EST

ER

」
と
の
連
携
を
開
始
し
た
。

ま
た
ク
ー
ポ
ン
機
能
で
は
、
行
政
や
商
業

施
設
な
ど
と
の
連
携
で
魅
力
的
な
セ
ッ
ト

券
・
チ
ケ
ッ
ト
の
商
品
化
や
ク
ー
ポ
ン
の
発

行
に
よ
っ
て
移
動
機
会
を
創
出
す
る
と
と
も

に
、
幅
広
い
層
へ
向
け
てM

aaS

利
用
を
訴

求
す
る
。

CentX

の
利
用
者
の
年
代
層
を
み
る
と
、

男
性
は
40
～
60
代
、
女
性
が
20
～
50
代
が
多

く
登
録
し
て
い
る
。「
名
鉄T

ouch

」
時
代

か
ら
継
続
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
も
多
く
、
通

勤
利
用
の
方
が
多
い
と
推
測
し
て
い
る
。
そ

こ
で
ク
ー
ポ
ン
な
ど
は
若
い
世
代
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
な
ど
、
別
の
層
に
訴
求
す
る
よ
う
、

様
々
な
協
業
先
と
連
携
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
要
素
を
と
り
入
れ
な
が
ら
新
し
い
取
り

組
み
を
し
て
い
こ
う
と
試
し
て
い
る
。
デ
ジ

タ
ル
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
取
る

こ
と
も
比
較
的
容
易
に
で
き
る
」
と
山
口
課

長
は
分
析
す
る
。

■
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
業

CentX

と
自
治
体
や
他
社
と
の
連
携
に

つ
い
て
、
構
想
や
開
発
は
経
営
戦
略
部
が
主

に
担
当
し
、
地
域
連
携
部
交
通
サ
ー
ビ
ス

担
当
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、M

aaS

の

サ
ー
ビ
ス
構
築
に
つ
な
い
で
い
く
。
例
え

ば
、
岡
崎
市
と
の
連
携
で
は
、
岡
崎
市
の
観

空港アクセスナビの検索結果からの企画乗車券およびミューチケット購入イメージ

CentXを使用している様子

■CentXのユーザー属性

男性は40～60代が、女性は20～50代がメイン

男性 女性

19 歳以下
20代
30代

40代
50代
60代

70 代
80代以上

19歳以下

20代
30代
40代
50代

60 代
70代
80歳以上

60代
17%
60代
17%

70代 5%70代 5% 19歳以下 4%19歳以下 4%
80歳以上 1%80歳以上 1%

50代
30%
50代
30%

40代
19%
40代
19%

30代
12%
30代
12%

20代
12%
20代
12%

60代
11%
60代
11%

50代
23%
50代
23%

40代
19%
40代
19%

30代
21%
30代
21%

20代
18%
20代
18%

70代 3%70代 3% 80歳以上 0%80歳以上 0%
19歳以下 5%19歳以下 5%
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光
型 M

aaS

の
実
証
実
験
の
段
階
か
ら
協

力
し
、
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
ル
ー
ト
検
索
や
地

点
検
索
、
地
図
、
地
域
の
商
工
会
な
ど
が
つ

く
っ
た
飲
食
店
等
の
ク
ー
ポ
ン
が
利
用
で
き

る
。
観
光
客
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
く
て
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
利
用
で
き
る
ウ
ェ
ブ

ア
プ
リ
を
採
用
し
た
。

ま
た
、
春
日
井
市
と
連
携
し
、
マ
イ
ク
ロ

版M
aaS

ウ
ェ
ブ
ア
プ
リ
「m

ove!

か
す
が

い
」
を
構
築
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
販
売
窓

口
や
バ
ス
車
内
な
ど

で
都
度
、
購
入
す
る

必
要
が
あ
っ
た
か
す

が
い
シ
テ
ィ
バ
ス
の

定
期
券
や
1
日
乗
車

券
を
デ
ジ
タ
ル
チ

ケ
ッ
ト
と
し
て
24
時

間
販
売
し
て
い
る
。

ま
た
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
交
通
の
配
車
予
約

や
タ
ク
シ
ー
の
呼
び

出
し
が
、
ウ
ェ
ブ
ア

プ
リ
か
ら
簡
単
に
で

き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

CentX

の
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
て
仕
組

み
を
つ
く
り
、
各
自

治
体
が
使
い
や
す
い

仕
様
に
設
定
し
て
い

る
と
い
う
。
地
域
連

携
部
交
通
サ
ー
ビ
ス

担
当
の
花
村
元
気
課
長
は
「CentX

の
サ
ー

ビ
ス
開
始
前
は
、
鉄
道
の
商
品
を
作
る
話
が

多
か
っ
た
が
、
今
で
は
鉄
道
だ
け
で
は
な
く

グ
ル
ー
プ
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
そ
の
他
の

モ
ビ
リ
テ
ィ
も
含
め
て
何
か
で
き
な
い
か
と

い
う
ご
相
談
や
お
問
い
合
わ
せ
を
地
域
か
ら

受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
語
る
。

「
全
国
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

M
aaS

や
市
町
単
位
の
よ
う
な
マ
イ
ク
ロ

M
aaS

と
も
連
携
し
、CentX

を
ハ
ブ
に
し

て
多
様
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
や
全
国
各
地
の
情

報
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
て
い
き
た

い
」
と
山
口
課
長
は
熱
意
を
も
っ
て
語
る
。

■
デ
ジ
タ
ル
で
つ
な
が
る
意
義

デ
ジ
タ
ル
で
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
の
意

義
を
強
く
感
じ
さ
せ
、
地
域
の
課
題
解
決
に

貢
献
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
２
０
２
２
年

11
月
か
ら
12
月
に
栄
生
駅
周
辺
地
区
で
実
施

さ
れ
た
実
証
実
験
を
紹
介
す
る
。

名
古
屋
本
線
栄
生
駅
と
直
結
す
る
名
鉄
病

院
は
鉄
道
利
用
で
の
ア
ク
セ
ス
は
非
常
に
良

い
が
、
二
つ
の
行
政
区
の
境
界
域
に
位
置
し

て
い
る
た
め
、
バ
ス
の
巡
回
ル
ー
ト
か
ら
外

れ
て
し
ま
い
、
バ
ス
の
運
行
頻
度
が
高
く
は

な
い
状
態
だ
っ
た
。
そ
こ
で
駅
勢
圏
半
径
２

㎞
に
複
数
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
体
制
を
構
築
す
る

実
証
実
験
を
行
っ
た
。
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
は
、
平
日
は
地
域
居
住
者
、
休
日
は
来

街
者
を
対
象
に
提
供
し
た
ほ
か
、
名
古
屋

大
学
と
連
携
し
た
地
元
の
円
頓
寺
商
店
街

で
の
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
検
証
、
運

行
監
視
シ
ス
テ
ム
の
技
術
検
証
と
マ
イ
ク
ロ

M
aaS

ウ
ェ
ブ
ア
プ
リ
の
提
供
な
ど
を
行
っ

た
。「

さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
試
み
を
組
み
合

わ
せ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
。
中
で
も

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
シ
ス
テ
ム
は

春
日
井
市
のM

aaS
で
実
装
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
有
効
な
取
り
組
み
は
他
地
域

に
も
水
平
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
名
鉄
は
鉄
道
会
社
と
し
て
こ
れ
ま

で
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
リ
ア
ル
で
接
点
を

持
っ
て
き
た
が
、
リ
ア
ル
ア
セ
ッ
ト
同
士
だ

と
時
間
も
コ
ス
ト
も
か
か
る
。
し
か
し
、
デ

ジ
タ
ル
ア
セ
ッ
ト
だ
と
比
較
的
容
易
に
つ
な

が
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
、
新
技
術
を
活
用

し
て
デ
ジ
タ
ル
で
関
係
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
山
口
課
長
は
語

る
。「

い
い
意
味
で
名
鉄
ら
し
く
な
い
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
グ
ル
ー
プ
の

枠
を
超
え
て
、
公
共
交
通
が
さ
ら
に
活
躍
す

る
社
会
を
つ
く
る
と
い
う
私
た
ち
の
最
終
目

標
が
伝
わ
っ
て
き
た
の
だ
と
感
じ
る
。
地
域

の
課
題
で
は
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
に
関
す

る
も
の
も
あ
り
、CentX

を
利
用
し
て
解

決
し
た
い
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
く
」
と
花

村
課
長
は
語
る
。

CentX
 

の
ユ
ー
ザ
ー
（
累
計
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
数
）
は
現
在
78
万
（
２
０
２
３
年
2
月

時
点
）
で
、
中
期
経
営
計
画
「T

urn-O
ver 

２
０
２
３
」
が
終
了
す
る
２
０
２
４
年
３
月

に
は
１
０
０
万
、
２
０
３
０
年
に
は
２
０
０

万
を
目
標
と
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
を
通
じ

て
地
域
や
ユ
ー
ザ
ー
と
新
た
な
関
係
性
を
構

築
し
な
が
ら
、
地
域
の
未
来
を
共
創
し
て
い

く
の
だ
ろ
う
。

地域連携部 交通サービス担当課長

花村元気
Genki HANAMURA

「move！かすがい」の案内チラシ


